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電力データとAIによるアウトリーチ型

フレイル予防事業について

長野県飯田市議会 会派・新政いいだ

令和７年１月２０日（月）

東員町健康長寿課

・人口 （令和5年9月末時点）

全年齢 25,915人

65歳以上 8,070人

高齢化率 31.1％

（県平均比 ＋0.5％、全国比 ＋2.0％）

・介護保険の状況

要介護認定率 11.7％（令和６年３月末）

保険料基準額 第9期 4,630円／月額

（第８期比 △19円）

参考

国平均 6,225円

県平均 6,295円

飯田市様 5,980円

●東員町の概要

中部公園
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・男女共に70歳～74歳が最も多い。

・昭和50年代に大規模新興住宅地を開発
した関係で、当時入居した団塊の世代の
人口が非常に多い。

・新興住宅地の開発で人口が倍増。

・以前は県内で最も「若いまち」として財
政的にも余裕があった。

・高齢化率は高いが、これまでは「若い高
齢者」（前期高齢者）の割合が圧倒的に
多かった。

・後期高齢者の割合は増えてきたものの、
後期の中でもまだ若い年齢層が多い。

●年齢別人口構成
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●前期高齢者、後期高齢者人口・割合の推移（令和6年～令和27年）
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●実証を経て、中部電力が自治体向けサービス「eフレイルナビ」として商品化
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eフレイルナビ導入状況

〇令和5年度～（3自治体）

三重県：東員町、鳥羽市

長野県：松本市

〇令和6年度～（10自治体）

三重県：大紀町 長野県：飯綱市 愛知県：豊橋市、半田市、尾張旭市※

新潟県：十日町市 群馬県：安中市 栃木県：那須塩原市 奈良県：十津川村

兵庫県：加西市 ※尾張旭市は、愛知県「あいちデジタルヘルスコンソーシアム」として、

中部電力、名古屋鉄道との共同実証事業として実施。
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その他、令和7年度に向けて調整中

の自治体が50自治体程度あり
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